
 

 

  

 

 

 

 
 

横浜市立大学 先端医科学研究センター及び医学研究科の研究グループが、 

ヒト耳介軟骨から幹細胞を発見、軟骨再生医療へ応用！ 
―新たな幹細胞を用いた長期形態維持可能な弾性軟骨組織の培養技術を開発－ 

～『米国科学アカデミー紀要』オンライン版 
（米国東海岸時間 8 月 8 日 15 時付：日本時間 8 月 9 日午前 4 時付）に掲載～ 

 

 横浜市立大学先端医科学研究センター及び大学院医学研究科（臓器再生医学 谷口英樹教授）

小林眞司客員研究員（神奈川県立こども医療センター形成外科 部長）、武部貴則助手らの研究

グループはヒト耳介軟骨膜中に幹細胞の特徴を有する細胞集団が存在することを世界で初めて

明らかにしました。さらに、臨床応用を目指し、幹細胞を成熟軟骨細胞へ効率的に分化誘導を行

う細胞培養技術の開発を行い、本学附属病院での臨床研究の実施に向け準備を開始しています。 

 

※本研究は、2011 年 8 月に発刊される米国科学雑誌『Proceedings of the National Academy of Sciences』

に掲載されます。 

※本研究は、文部科学省科研費-基盤研究(C)、厚生労働科研費「難治性疾患克服研究事業」などの助成

により行われました。 

 

○研究の背景 

 頭頸部領域の先天奇形や、交通事故による外傷等に起因する変形に対する質の高い治療法の開

発は、全世界で望まれている重要な臨床的解決課題です。現在の標準的な治療法である自家組織

移植術は、健常部位に犠牲が生じるだけでなく、痛みなどの侵襲も問題となっています。そこで、

これらの問題点を克服するために、自己の成熟軟骨細胞を用いた「弾性軟骨再生医療」が近年注

目を集めています。しかし、成熟した細胞を用いているために、長期的に組織を維持する「幹細

胞」が移植されておらず、再生軟骨を維持する事が難しいと考えられています。 

 そこで私たちは、弾性軟骨組織に存在する幹細胞を利用できないかと考えました。弾性軟骨組

織であるヒト耳介において、幹細胞の存在は未だに明らかにされていません。私たちは、ヒト耳

介においても幹細胞が存在することを世界に先駆けて明らかにし、この幹細胞を用いてヒト弾性

軟骨を再生することに成功しました。 

 

 
○研究の内容 

 ヒト耳介を構成する軟骨は、弾性軟骨と呼ばれる弾力性の高い軟骨であり、その周囲を軟骨膜

という薄い被膜状の組織が覆っています。私たちは、このヒト耳介軟骨膜中に幹細胞の特徴を有

する細胞集団が存在することを世界で初めて明らかにしました(図 1)。さらに、臨床応用を目指し、

幹細胞を成熟軟骨細胞へ効率的に分化誘導を行う細胞培養技術の開発を行いました。本培養技術

により軟骨分化誘導を行ったヒト幹細胞を免疫不全マウスへ移植することで、大型のヒト弾性軟

骨を再生することに成功しています(図 2)。再生されたヒト弾性軟骨組織には 10 ヶ月以上にわた

り幹細胞が維持されており、従来法における課題であった再生組織の長期形態維持が期待されま

す。 
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○今後の展開 

 これらの研究成果に基づき、交通事故などによる外傷後の重篤な顔面変形に対し、この幹細胞

を用いた質の高い弾性軟骨再生の臨床研究実施へ向けて準備中です。現在の準備状況としては、

本学附属病院において細胞調製を行うための施設（セルプロセシングセンター*1）の建設が行わ

れ、GMP*2準拠プロトコルの作成などを実施しています。厚生労働省「ヒト幹細胞臨床研究指針」

に基づく認可を得た上で、本学において臨床研究を開始する予定です（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注釈】 

*1 セルプロセシングセンター： 細胞治療や遺伝子治療の分野において利用される研究開発施

設で、横浜市立大学附属病院では、神奈川県内の公的病院においては初めて平成 22 度に設置さ

れました。 

 

*2 GMP（Good Manufacturing Practice）： 厚生労働省薬事法の内、医薬品の研究、開発、教育訓

練、製造設備、原料、製造、中間体、最終製品、廃棄物、包装資材、検査、販売、不合格品および回

収品、等について規定し、それを記録、文書化する事を義務付けた省令のこと。 



 

 

 
＜お問い合わせ先＞ 

（本資料の内容に関するお問い合わせ） 

○公立大学法人横浜市立大学  

 （大学院医学研究科 臓器再生医学） 谷口 英樹、武部 貴則 

    TEL：045-787- 2621、2660  FAX：045-787-8963 

    E-mail：rtanigu@med.yokohama-cu.ac.jp（谷口） 

     ttakebe@med.yokohama-cu.ac.jp（武部） 

    URL： http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~saisei/ 

 
（取材対応窓口、詳細の資料請求など） 

   ○公立大学法人横浜市立大学先端医科学研究課長 奥田 裕之  

                 TEL：045-787-2506 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【横浜市立大学先端医科学研究センター】 

 公立大学法人横浜市立大学では、横浜市中期 4 か年計画「医療環境の充実」の目標達成に向

けた事業として、先端医療の提供をより一層推進させるため、免疫・アレルギー疾患や生活習

慣病、がんなどの原因究明と、最先端の治療法や創薬など、臨床応用につながる開発型医療を

目指した研究を行う先端医科学研究センターを平成 18 年 10 月に開設し、尽力してまいりまし

た。現在、本学の持つ技術シーズを活用した最先端の医科学研究を行う 22 件の研究開発プロ

ジェクトを推進し、研究成果を市民等の皆様へ還元することを目指しております。 

URL： http://www.yokohama-cu.ac.jp/amedrc/index.html 


